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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リグノセルロース性生成物であって、
　複数のリグノセルロース性部分；
　前記複数のリグノセルロース性部分に配置されたイソシアネート成分；及び
　前記複数のリグノセルロース性部分に配置された加工助剤；
　を含み、前記加工助剤は、
　イソシアネート反応性成分を含む連続相と、
　ポリマー性粒子を含む不連続相と、
　を有するグラフトポリオールを含み、
　前記イソシアネート成分及び前記加工助剤は、リグノセルロース性生成物を１００質量
部として、１～２５質量部の組み合わせ量で、前記リグノセルロース性生成物中に存在し
、及び
　前記グラフトポリオールが、ポリマーポリオールであり、及び
　前記リグノセルロース性生成物が、オリエンテッドストランドボード（ＯＳＢ）生成物
、オリエンテッドストランドランバー（ＯＳＬ）生成物、パーティクルボード（ＰＢ）生
成物、又はスクリンバー生成物であるか、又は
　前記リグノセルロース性生成物が、ファイバーボード生成物である、
　ことを特徴とするリグノセルロース性生成物。
【請求項２】
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　ワックス成分を実質的に有しないことを特徴とする請求項１に記載のリグノセルロース
性生成物。
【請求項３】
　前記ポリマー性粒子が、前記加工助剤を１００質量部として、５～７０質量部の量で、
前記加工助剤中に存在することを特徴とする請求項１に記載のリグノセルロース性生成物
。
【請求項４】
　前記ポリマー性粒子が、スチレンアクリロニトリル（ＳＡＮ）コポリマーを含むことを
特徴とする請求項３に記載のリグノセルロース性生成物。
【請求項５】
　前記ＳＡＮコポリマーは、スチレンのアクリロニトリルに対する質量割合が、３０：７
０～７０：３０である特徴とする請求項４に記載のリグノセルロース性生成物。
【請求項６】
　前記イソシアネート成分が、ポリマー性ジフェニルメタンジイソシアネート（ＰＭＤＩ
）、ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、及びこれらの組み合わせから成る群
から選ばれることを特徴とする請求項１に記載のリグノセルロース性生成物。
【請求項７】
　前記連続相がポリオールを含むことを特徴とする請求項１に記載のリグノセルロース性
生成物。
【請求項８】
　前記ポリオールが、疎水性ポリオールであることを特徴とする請求項７に記載のリグノ
セルロース性生成物。
【請求項９】
　前記複数のリグノセルロース性部分が、前記リグノセルロース生成物を１００質量部と
して、７５～９９質量部の量で存在することを特徴とする請求項１に記載のリグノセルロ
ース性生成物。
【請求項１０】
　前記イソシアネート成分及び前記加工助剤が、前記リグノセルロース性生成物中に、前
記リグノセルロース性生成物を１００質量部として、１～１５質量部の組み合わせ量で存
在することを特徴とする請求項９に記載のリグノセルロース性生成物。
【請求項１１】
　前記複数のリグノセルロース性部分が、前記複数のリグノセルロース性部分を１００質
量部として、１～２０質量部の水分含有量を有することを特徴とする請求項９に記載のリ
グノセルロース性生成物。
【請求項１２】
　リグノセルロース性複合体であって、
　前記リグノセルロース性複合体を１００質量部として、７５～９９質量部の量で存在す
る、複数のリグノセルロース性部分；及び
　イソシアネート成分及び加工助剤の反応生成物（但し、該反応生成物は、前記複数のリ
グノセルロース性部分を一緒に結合し、そして前記リグノセルロース性複合体中に、前記
リグノセルロース性複合体を１００質量部として、１～２５質量部の量で存在する）；
　を含み、前記加工助剤が、ポリマーポリオールを含み、
　及び前記リグノセルロース性複合体は、オリエンテッドストランドボード（ＯＳＢ）、
オリエンテッドストランドランバー（ＯＳＬ）、パーティクルボード（ＰＢ）、又はスク
リンバーであるか、又は
　前記リグノセルロース性複合体は、ファイバーボードである、
　ことを特徴とするリグノセルロース性複合体。
【請求項１３】
　ワックス成分を実質的に有しないことを特徴とする請求項１２に記載のリグノセルロー
ス性複合体。
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【請求項１４】
　前記グラフトポリオールが、ポリオールを含む連続相と、ポリマー性粒子を含む不連続
相を含み、そして、ポリマー性粒子は、前記加工助剤中に、前記加工助剤を１００質量部
として、５～７０質量部の量で存在することを特徴とする請求項１２に記載のリグノセル
ロース性複合体。
【請求項１５】
　前記ポリマー性粒子が、スチレンアクリロニトリル（ＳＡＮ）コポリマーを含むことを
特徴とする請求項１４に記載のリグノセルロース性複合体。
【請求項１６】
　前記ＳＡＮコポリマーは、スチレンのアクリロニトリルに対する質量割合が、３０：７
０～７０：３０であることを特徴とする請求項１５に記載のリグノセルロース性複合体。
【請求項１７】
　前記イソシアネート反応性成分の前記ポリオールが、疎水性ポリオールであることを特
徴とする請求項１４に記載のリグノセルロース性複合体。
【請求項１８】
　ＡＳＴＭ Ｄ１０３７に従う２４時間寒冷浸透テストに基づいて、膨潤性が１０％未満
であることを特徴とする請求項１２に記載のリグノセルロース性複合体。
【請求項１９】
　ＡＳＴＭ Ｄ１０３７に従う内部結合（ＩＢ）強度が、１００ｐｓｉより大きいことを
特徴とする請求項１２に記載のリグノセルロース性複合体。
【請求項２０】
　前記反応生成物が、前記リグノセルロース性複合体を１００質量部として、１～１５質
量部の量で、前記リグノセルロース性複合体中に存在することを特徴とする請求項１２に
記載のリグノセルロース性複合体。
【請求項２１】
　前記複数のリグノセルロース性部分は、該複数のリグノセルロース性部分を１００質量
部として、１～２０質量部の水分を有することを特徴とする請求項１２に記載のリグノセ
ルロース性複合体。
【請求項２２】
　物品を製造する方法であって、
　複数のリグノセルロース性部分を用意する工程；
　イソシアネート成分及び加工助剤を、複数のリグノセルロース性部分に施す工程；
　イソシアネート成分及び加工助剤を、その上に施された状態で有する複数のリグノセル
ロース性部分を、支持体上に施し、予め設定された幅と予め設定された厚さを有する密集
体を形成する工程（但し、複数のリグノセルロース性部分が弛んだ状態で支持体上に位置
付けられており、加工助剤が、
　イソシアネート反応性成分を含む連続相；及び
　ポリマー性粒子を含む不連続相；
　を有するポリマーポリオールを含む）、及び
　イソシアネート成分と加工助剤を反応させる工程；
　を含み、加工助剤が、密集体内の複数のリグノセルロース性部分の位置付けを実質的に
維持しており、これにより、支持体上に存在する間、密集体の予め設定された幅と予め設
定された厚さを実質的に維持しており、及び
　前記物品が、オリエンテッドストランドボード（ＯＳＢ）、オリエンテッドストランド
ランバー（ＯＳＬ）、パーティクルボード（ＰＢ）、又はスクリンバーであるか、又は
前記リグノセルロース性生成物が、ファイバーボードである、
　ことを特徴とする物品を製造する方法。
【請求項２３】
　イソシアネート成分を複数のリグノセルロース性部分に施す前に、前記加工助剤が、複
数のリグノセルロース性部分に施されることを特徴とする請求項２２に記載の方法。
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【請求項２４】
　加工助剤を複数のリグノセルロース性部分に施す前に、前記イソシアネート成分が、複
数のリグノセルロース性部分に施されることを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　更に、イソシアネート成分と加工助剤をブレンドし、混合物を形成する工程を、イソシ
アネート成分とイソシアネート成分に対して反応性の加工助剤を複数のリグノセルロース
性部分に施す工程の前に含むことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　イソシアネート成分と加工助剤が、複数のリグノセルロース性部分に同時に施されるこ
とを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　ポリマーポリオールは、グラフトポリオールのポリマーポリオールであることを特徴と
する請求項２２に記載の方法。
【請求項２８】
　密集体に、リグノセルロース性複合体を形成するのに充分な時間で圧力をかける工程を
更に含むことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２９】
　密集体に、リグノセルロース性複合体を形成するのに充分な時間で熱を加える工程を更
に含むことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概してリグノセルロース性生成物に関し、特に本発明は、複数のリグノセル
ロース性部分、イソシアネート成分、及び加工助剤を含むリグノセルロース性生成物に関
し、リグノセルロース性生成物から形成されるリグノセルロース性複合体に関し、及びリ
グノセルロース性生成物及びリグノセルロース性複合体を形成する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　リグノセルロース性生成物、例えば、オリエンテッドストランドボード（ＯＳＢ）、オ
リエンテッドストランドランバー（ＯＳＬ）、パーティクルボード（ＰＢ）、又はスクリ
ンバー、アグリファイバーボード、チップボード、フレークボード、及びファイバーボー
ド、例えば中密度ファイバーボード（ＭＤＦ）は、通常、リグノセルロース性部分を、バ
インダー組成物、例えば樹脂と一緒にブレンドすることにより、又は吹き付けることによ
って製造され、一方では、リグノセルロース性部分が、ブレンド器又は類似した機器内で
タンブル（混合）、又は攪拌される。十分にブレンディングしてバインダー－リグノセル
ロース性混合物を形成した後、今やバインダー組成物で被覆されたリグノース性部分が、
生成物（特にルーズマット）中に形成され、これが、加熱プラテン／プレート間で圧縮さ
れ、バインダー組成物をセットして、そしてリグノセルロース性部分を一緒に緻密な状態
で結合させ、例えばボード、パネル、又は他の形状が形成される。ルーズマット（ゆるい
マット）を圧縮するための通常の方法は、通常、約１２０℃～約２２５℃の温度で、種々
の量の蒸気の存在下に（該水蒸気は、目的に従ってルーズマットに吹き込まれ、又はリグ
ノース性部分からルーズマット中に混入した水分を解放させることによって生成される）
行われる。これらの方法では、通常、リグノース性部分の水分含有量が、（リグノース性
部分をバインダー組成物と混合する前に）２質量％～２０質量％の間であることが必要と
される。
【０００３】
　リグノセルロース性部分は、チップ、削りくず、ストランド、スクリム、ウエハー、フ
ァイバー、おがくず、バガス、ストロー、及び木毛の状態であることが可能である。リグ
ノセルロース性部分が、比較的大きいサイズ、例えば１～７インチの場合、上記方法で製
造されるリグノセルロース複合体は、工学的木材（engineered wood）という一般用語で



(5) JP 5734850 B2 2015.6.17

10

20

30

40

50

、この技術分野で知られている。これらの工学的木材は、積層ストランドランバー、ＯＳ
Ｂ、ＯＳＬ、スクリンバー、パラレルストランドランバー、及び積層ベニアランバーを含
む。リグノース性部分が比較的小さい場合、例えば、典型的なおがくず、及び緻密化した
ファイバーサイズの場合、リグノセルロース性複合対は、パーティクルボード及びファイ
バーボード、例えばＭＤＦとして、この技術分野で知られている。他の工学的ウッド、例
えば合板は、（バインダー組成物によって、サンドイッチ構造に保持されている）大きな
サイズのランバー（lumber）を使用する。更に、他の工学的木材、例えばスクリンバーは
、平均径が２～１０ｍｍの範囲で、長さが数フィートの、薄くて長い、不規則なウッドを
使用する。
【０００４】
　工学的木材が発達した理由は、ランバー（木材）をカットするために適切なサイズの木
の幹がますます不足してきていることにある。このような工学的木材は、有利な物理的特
性、例えば強度と安定性を有している。工学的木材の他の有利性は、これらが他の木材及
びリグノセルロース性材料を加工することにより発生した廃棄物から作ることができるこ
とである。これは、リサイクリング工程からの効率化とエネルギーの節約をもたらし、及
び埋め立てごみ廃棄場所（用地）を節約する。
【０００５】
　このようなリグノセルロース性複合体を製造するために使用されるバインダー組成物は
、フェノールホルムアルデヒド（ＰＦ）樹脂、ウレアホルムアルデヒド（ＵＦ）樹脂、及
びイソシアネート樹脂を含む。イソシアネート化学に基づくバインダー組成物が、商業的
に望ましい。この理由は、これらは、水の吸収が少なく、粘着性（接着性）が高く、及び
結合力、処方物中でのたわみ性、硬化温度及び速度についての多様性、卓越した構造特性
、水分含有量が高いリグノセルロース性材料との良好な結合性、及び重要なことに、ホル
ムアルデヒドの放出が無い（零）ことにある。イソシアネートの不利な点は、プラテンへ
の接着のために、加工が困難なこと、冷間粘性（cold-tack）に欠けること（すなわち、
イソシアネートは、「粘着性」又は「スティッキー」ではない）、コスト、及び所定のシ
ナリオで、特殊な保管が必要なことである。
【０００６】
　リグノセルロース材料を、ポリメチレンポリ（フェニルイソシアネート）（ポリマー性
ＭＤＩ又はＰＭＤＩとしても公知）で処理して、複合体の強度を改良することが公知であ
る。代表例では、このような処理は、イソシアネートを、リグノセルロース材料に施し、
そして（熱と圧力を与えて、又は室温で）イソシアネートを硬化させることを含む。ＰＭ
ＤＩを、環境の条件で硬化させ、残っているイソシアネート（ＮＣＯ）基を、処理した物
品上に、例えば数週間又は数ヶ月、維持することができる。このような目的のために、ト
ルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）を使用することも可能であることが公であるが、環境
上の問題からは好ましくない。イソシアネートプレポリマーは、（種々の処理問題を解決
するために、特に、プレスプラテンへの粘着（接着）を低減するために、及びイソシアネ
ートの反応性を低減するために、バインダー組成物中に使用される）特に好ましいイソシ
アネート材料である。
【０００７】
　伝統的に、種々の「サイズ」剤、例えばワックスが、撥水性を達成し、及び水分に曝さ
れた時にリグノセルロース性複合体の膨潤(swelling)を低減するために、リグノセルロー
ス複合体に加えられてきた。ワックス、例えば（溶融又は乳状の懸濁が可能である）パラ
フィンが、製造の間、リグノセルロース性複合体に加えられる。ワックスは、リグノセル
ロース性複合体の中に存在する微細な割れ（マイクロクラック）を埋め、従って、少なく
とも幾分かの撥水性を達成し、そしてクラック（割れ）を物理的に閉塞することによって
、水の取り込みを低減し、これによりリグノセルロース性複合体の膨潤を低減する。
【０００８】
　不都合なことに、ワックスは、リグノセルロース性複合体に使用された、他の成分、例
えばイソシアネートに対して不活性であり、すなわち、ワックスは、リグノセルロース性
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材料中に使用された他の成分に対して反応しない。従って、ワックスは、例えば、リグノ
セルロース性材料の内部結合（ＩＢ）強度を高めるために補助することがなく、実際には
、このような強度を低減させ得る。類似して、ワックスは圧力と熱を与える前（すなわち
、ルーズマット状態、生成物、質量、又は「供給状態」）に、リグノセルロース性材料を
一緒に保持するための補助をすることがない。例えば、イソシアネートとワックスを使用
する場合には、（ＰＦ又はＵＦ樹脂とワックスを使用する場合と比較して）プレスの閉ま
る速度を低減しなければならない。この理由は、プレスをあまりにも速く閉めた場合には
、空気がルーズマット中に入り、ルーズマットの構造に損傷を与え得るからである。この
問題は、専らイソシアネート（及び使用した場合には、ワックス）の粘着性(tackiness)
が不足しており、この一方で、ＰＦ及びＵＦ樹脂は、それ自体、ある程度の粘着性を有し
ているからである。プレスが閉まる速度を低減することは、リグノセルロース性複合体の
製造にとって、経済的な理由、例えば処理量の低下、及び労働コストの上昇等の損害をも
たらすものである。
【０００９】
　更に、リグノセルロース性複合体の製造の間において、製造で使用する高い温度、例え
ば上述した温度、例えば、可圧の間、又は蒸気注入の間の高い温度は、ワックスのリグノ
セルロース性複合体からの昇華及び／又は蒸発の要因となる。このようなリグノセルロー
ス性複合体からのワックスの損失は、多くの問題を引き起こし得る。例えば、ワックスの
形成(増加：build-up)は、（設備の表面でのワックスの形成と体積と一緒に）火災の要因
となる潜在性をもたらし得るものである。蒸気から由来するワックスは、製造の施設内に
、炭化水素のもや（煙霧）を発生させる要因となる。更に、リグノセルロース性複合体か
らのワックスの物理的な損失（例えば多い場合５０質量％の損失）のみならず、清潔性、
安全性、及びリグノセルロース性複合体を製造するための製造装置と周辺領域を維持する
ハウスキーピングコストからも、製造コストが増加する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　従って、耐水性が改良され、耐膨湿性が改良され、製造コストが低減され、冷間粘性（
cold-tack）が改良され、及び強靭性(toughness)が改良されたリグノセルロース性複合体
を提供する機会が残っている。このようなリグノセルロース性複合体を形成する方法を提
供する機会も残っている。例えば、バインダー組成物、及び任意にワックスのためにイソ
シアネートを使用するリグノセルロース性複合体の製造の間、プレス速度を上げるという
切実な必要性に取り組む機会が残っている。他の例として、所定のリグノセルロース性複
合体の形成にワックスを使用するための、経済的な経済面での関心に取り組む機会が残っ
ている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明と有利な点の要約
　リグノセルロース性生成物は、複数のリグノセルロース性部分を含む。リグノセルロー
ス性生成物は、更に、複数のリグノセルロース性部分に配置されたイソシアネート成分を
含む。リグノセルロース性生成物は、更に、加工助剤を含む。この加工助剤は、イソシア
ネート成分に対して反応性であり、連続相と不連続層を有するグラフトポリオールを含ん
でいる。連続相は、イソシアネート反応性の成分を含む。不連続相は、ポリマー性粒子を
含む。イソシアネート成分と加工助剤は、リグノセルロース性生成物中に、（リグノセル
ロース性生成物を１００質量部として、）約１～約２５質量部の組み合わせた量で存在す
る。リグノセルロース性生成物を形成する方法も、開示されている。
【００１２】
　本発明のリグノセルロース生成物は、卓越した冷間粘性を有しており、及び種々のリグ
ノセルロース性複合体（製品）を形成するのに使用可能である。本発明のリグノセルロー
ス性生成物から形成されるリグロセルロース複合体は、通常のリグノセルロース性複合体
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と比較して、卓越した耐水性、膨潤の低減、及び強靭性、及び弾性を有している。加工助
剤は、イソシアネートに対して反応性であり、リグノセルロース性生成物及びこれから製
造されるリグノセルロース性複合体に卓越した物理的特性を与える。加工助剤は、冷間粘
性をも改良し、これにより、部分的に、製造コストが低下され及び本発明の方法のローバ
スト性（強さ）が高められる。本発明の方法は、製造コストを低減し、例えば、リグノセ
ルロース性複合体の製造の間のプレス速度を高め、及び本発明の、上記長所（例えば改良
された耐水性）を有するリグノセルロース性生成物、及びリグノセルロース性複合体を提
供する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　発明の詳細な説明
　本発明は、リグノセルロース性生成物を提供する。リグノセルロース性生成物は、種々
のリグノセルロース複合体（製品）を形成するのに使用することができる。リグノセルロ
ース性生成物（以降生成物とする）を、更に以下に記載する。本発明は、リグノセルロー
ス性複合体をも提供する。リグノセルロース性複合体（以降、複合体とする）は、種々の
用途のために使用することができる。このような用途の例は、包装、家具及び高級家具、
ルーフ及びフロア被覆材料、ルーフ、フロア及び羽目板パネリング、窓及びドア枠、及び
ウェッブストック、例えば工学Ｉビームのためのウィッブストックのための用途であるが
、これらに限定されない。種々の実施の形態における複合体は、工学的リグノセルロース
複合体の種々の形態として名称付けて良く、例えば、工学的ウッド複合体、例えば、オリ
エンテッドストランドボード（ＯＳＢ）；オリエンテッドストランドランバー（ＯＳＬ）
；スクリンバー；ファイバーボード、例えば低密度（ＬＤＦ）、中密度ファイバーボード
（ＭＤＦ）、及び高密度ファイバーボード（ＨＤＦ）；チップボード；フレークボード；
パーティクルボード（ＰＢ）；合板等と称して良い。通常、複合体は、ＯＳＢ、ＯＳＬ、
ＰＢ、クリンバー、合板、ＬＤＦ、ＭＤＦ、又はＨＤＦの状態であり；しかしながら、リ
グノセルロース性複合体は、他の工学的ウッド形態、例えばここに記載され、例示された
ものであっても良いが、これらに限られるものではない。

【００１４】
　本発明の生成物と複合体の両方は、複数のリグノセルロース性部分を含む。リグノセル
ロース性部分は、種々のリグノセルロース性材料から誘導することができる。通常、リグ
ノセルロース性部分は、ウッドから誘導され；しかしながら、リグノセルロース部分は、
他のリグノセルロース材料、例えばバガス、ストロー、フラックス残留物、クルミの殻、
穀物の殻等、及びこれらの混合物から誘導することもできる。リグノセルロース材料とし
て、ウッドが使用された場合、リグノセルロース部分は、この技術分野で理解される、種
々の硬質ウッド及び／又は軟質ウッドから製造することができる。フレーク、ファイバー
、又は他の粒子状形態、例えば、ガラスファイバー、マイカ、アスベスト、ラバー、等の
状態の、非リグノセルロース性材料を、リグノセルロース性材料中に混合することができ
る；しかしながら、このような材料は、通常、本発明の目的のために必要とはされない。
【００１５】
　リグノセルロース性部分は、種々の工程（方法）から、例えば、小さなログ（丸太）、
工業的なウッドの残り、枝、原料パルプウッド、等をおがくず、チップ、フレーク、ウエ
ハー、ストランド、スクリム、ファイバー、シート等に粉砕することによって、由来する
ことができる。ある実施の形態では、リグノセルロース部分は、代表例では、ＯＳＢ、Ｏ
ＳＬ、スクリンバー及びパーティクルボードを形成するために使用される、これらの部分
を含む。他の実施の形態では、リグノセルロース性部分は、代表例では、ファイバーボー
ド、例えばＬＤＦ、ＭＤＦ、及びＨＤＦを形成するために使用される、これらの部分を含
む。更に他の実施の形態では、リグノセルロース性部分は、代表例では、合板を形成する
ために使用される、これらの部分を含む。本発明の生成物、及び複合体は、上述した材料
、及び／又は部分(pieces)、例えばストランド及びおがくずの種々の組み合わせを含むこ
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とができる。更に、複合体は、（生成物から）パネル及びボード以外の、他の形状に形成
しても良い。
【００１６】
　上述したように、リグノセルロース性部分は、種々の通常の技術（従来技術）によって
製造することができる。例えば、パルプウッドグレードのログを、通常のラウンドウッド
フレーカーを使用して、一操作でフレークに変換することができる。この替わりに、ログ
及びログ処理の残留物を、通常の装置を使用して、約０．５～約３．５インチの長さに細
分し、そして細分化したものを、通常のリングタイプフレーカー装置を使用して、フレー
ク（断片）化することもできる。この技術分野で理解されるように、ログは、典型的には
、フレーク化の前に皮はぎ(debark)することができる。本発明は、リグノセルロース性部
分を形成する特定の方法によって制限されるものではない。
【００１７】
　リグノセルロース部分の寸法は、本発明の目的のために特に重要ではない。ＯＢＳを形
成するために使用されるような、ある実施の形態では、リグノセルロース性部分は、典型
的には、平均長さが約２．５～約６インチ、平均幅が約０．５～約２インチ、及び平均厚
さが約０．１～約０．５インチのストランドを含む。この技術分野の当業者の所望により
、他のサイズも使用可能である。これらの実施の形態の幾つかでは、生成物及び複合体は
、他のタイプのリグノセルロース性部分、例えば、ストランドに加え、チップを含んでも
良い。所定の実施の形態では、典型的には幅が約１．５インチ、及び長さが約１２インチ
のストランドを、積層ストランドランバーを製造するのに使用することができ、一方、典
型的には幅が約０．１２インチ、及び長さが約９．８インチのストランドを、パラレルス
トランドランバーを製造するのに使用することができる。ある実施の形態では、フレーク
ボードを形成するのに使用されるもののように、リグノセルロース性部分は、平均長さが
約２～約６インチ、平均幅が約０．２５～約３インチ、及び平均厚さが約０．００５～０
．０５インチのフレークを含む。他の実施の形態では、スクリンバーを形成するのに使用
されるもののように、リグノセルロース部分は、平均径が、約０．２５～約２０ｍｍの範
囲、より典型的には、約０．５～約１５ｍｍ、及び最も典型的には、約１～約１０ｍｍ、
及び長さが数インチ～数フィートの範囲の薄い、不規則な部分を含む。リグノセルロース
性部分、例えばスクリムの適切なサイズと形状、及び本発明の目的のための、スクリンバ
ーを製造する方法についての詳細な情報は、Ｕ．Ｓ．ｐａｔｅｎｔＮｏ．６，３４４，１
６５ ｔｏ Ｃｏｌｅｍａｎに記載されており、この文献は、これにより、その全てがここ
に導入される。所望の物品を製造するために、より適切なサイズを製造することが所望さ
れる場合、リグノセルロース性部分は、使用する前に更に粉砕（ミル）することができる
。例えば、ハンマー、ウイングビーター、及び歯付きディスクミルを、種々のサイズ（大
きさ）と形状を有するリグノセルロース性部分を形成するために使用しても良い。
【００１８】
　リグノセルロース性部分は、種々の水分含有量を有することができる。典型的には、リ
グノセルロース性部分は、水分含有量が、リグノセルロース性部分を１００質量部として
、約１～約２０、より典型的には、約２～約１５、更により適切には、約３～１２、及び
最も典型的には、３～１０質量部（水）である。この技術分野の当業者に理解されるよう
に、水は、リグノセルロース性部分中（又は上）に存在する場合、生成物の硬化又はセッ
ティングさせて、複合体を形成することを促進する。リグノセルロース性部分は、固有の
水分含有量を有することができ；又はこの替わりに、水を、（例えば、リグノセルロース
性部分を濡らすか、又は乾燥することによって）リグノセルロース性部分から除去し又は
加え、複合体の形成の前／形成中に、リグノセルロース性部分の所望の水分含有量を得る
ことができる。
【００１９】
　リグノセルロース性部分は、生成物から形成されることが望まれる複合体の種類に依存
して、生成物及び複合体中に、種々の量で存在する。代表例では、ＯＳＢ、ＰＢ、スクリ
ンバー、又はＭＤＦの用途では、生成物又は複合体を１００質量として、リグノセルロー
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ス性部分は、約７５～約９９質量部、より典型的には、約８５～約９８、更により典型的
には約９０～約９７、及び最も典型的には、約９２～９６質量部の量で存在する。
【００２０】
　生成物及び複合体は、更に、複数のリグニセルロース性部分の上に配置されたイソシア
ネート成分を含む。「配置」については、イソシアネート成分が、リグノセルロース性部
分の少なくとも一部と接触していることを意味する。ここで使用されているように、又は
記載上の便宜で、反応生成物又はバインダー組成物が参照されても良い。特定的には、反
応生成物は、イソシアネート成分、及びイソシアネート成分に対して反応性の加工助剤（
加工助剤については後に更に記載する）を含む。このように、反応生成物は、反応生成物
が複合体中に存在し、そして反応生成物が、リグノセルロース性部分と一緒に結合する。
バインダー組成物は、イソシアネート成分、及び少なくとも１種の他の成分、例えば加工
助剤を含み、（以降、更に記載するように）成分の全ては、複合体の一部である。通常、
バインダー組成物は、反応生成物が最終的に硬化した状態に硬化して複合体を形成する前
に、所定の量で存在するのみである。換言すれば、反応生成物は、（ここに含まれる成分
の間で起こる反応の後、すなわち、イソシアネート成分と加工助剤の間の反応の後、）バ
インダー組成物が最終的に硬化した状態である。バインダー組成物のこのような成分を予
備混合又は混ぜ合わせて、バインダー組成物を形成することができ、そしてバインダー組
成物をリグノセルロース部分に施すことができる。より典型的には、（予備混合及び施さ
れるよりは）イソシアネート成分及び他の成分が、複合体を形成する間、リグノセルロー
ス性部分に個々に施される。この技術分野の当業者にとって理解されるように、イソシア
ネート成分は、リグノセルロース性部分と一緒に粘着（接着）し、（とたんに）硬化する
。更に、イソシアネート成分と加工助剤の両方を含む反応生成物は、リグノセルロース性
部分も一緒に結合させる。ウッド複合体のための、粘着（接着）の通常のメカニズムは、
Ｔｈｅ Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｅｎｓ Ｈａｎｄｂｏｏｋ（Ｄａｖｉｄ Ｒａｎｄａｌｌ＆
Ｓｔｅｖｅ Ｌｅｅ ｅｄｓ．，Ｊｏｈｎ Ｗｉｌｅｙ＆Ｓｏｎｓ，Ｌｔｄ．２００２）の
３９７～３９９頁に詳細に記載されている。
【００２１】
　イソシアネート複合体は、典型的には、２種以上の官能基、例えばイソシアネート（Ｎ
ＣＯ）基を有するポリイソシアネートである。適切な有機ポリイソシアネートは、本発明
の目的のために、通常の脂肪族、脂環式、アラリファティック、及び芳香族イソシアネー
トを含むが、これらに限定されない。所定の実施の形態では、イソシアネート成分は、ジ
フェニルメタンジイソシアネート（類）（ＭＤＩｓ）、ポリマー性ジフェニルメタンジイ
ソシアネート（ＰＭＤＩｓ）、及びこれらの組み合わせから成る群から選ばれる。ポリマ
ー性ジフェニルメタンジイソシアネートは、この技術分野では、ポリメチレンポリフェニ
レンポリイソシアネートとも称される。他の実施の形態では、イソシアネート成分は、乳
化可能なＭＤＩ（ｅＭＤＩ）である。本発明の目的のために、適切な他のイソシアネート
の例は、トルエンジイソシアネート（類）（ＴＤＩｓ）、ヘキサメチレンジイソシアネー
ト（ＨＤＩｓ）、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩｓ）、ナフタレンジイソシアネ
ート（ＮＤＩｓ）、及びこれらの組み合わせを含むが、これらに限定されない。
【００２２】
　ある実施の形態では、イソシアネート成分は、イソシアネート終端プレポリマー(isocy
anate-terminated prepolymer)である。イソシアネート終端プレポリマーは、イソシアネ
ートと、ポリオール及び／又はポリアミンの反応生成物である。イソシアネートは、ポリ
ウレタン技術の当業者にとって公知の如何なるものであっても良く、例えば上述したポリ
イソシアネートの一つであっても良い。イソシアネート終端プレポリマーを製造するため
に使用される場合、ポリオールは、典型的には、エチレングリコール、ジエチレングリコ
ール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ブタンジオール、グリセロール
、トリメチロールプロパン、トリエタノールアミン、ペンタエリチリトール、ソルビトー
ル、及びこれらの組み合わせから成る群から選ばれる。イソシアネート終端プレポリマー
を製造するために使用される場合、ポリアミンは、典型的には、エチレンジアミン、トル
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エン、ジアミン、ジアミノジフェニルメタン、及びポリメチレンポリフェニレンポリアミ
ン、アミノアルコール、及びこれらの組み合わせから成る群から選ばれる。適切なアミノ
アルコールの例は、エタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、及
びこれらの組み合わせを含む。イソシアネート終端プレポリマーは、上述したポリオール
及び／又はポリアミンの２種以上の組み合から形成されても良い。
【００２３】
　上述したように、イソシアネート又はイソシアネート終端プレポリマーは、このような
材料を、乳化剤の存在下に、水と混合することによって、水性乳濁液の状態で使用しても
良い。イソシアネート成分は、変性イソシアネート、例えばカルボジイミド、アロファネ
ート、イソシアヌレート及びビウレットであっても良い。
【００２４】
　本発明の目的のために、適切な他のイソシアネートは、Ｕ．Ｓ．Ｐａｔｅｎｔ Ｎｏｓ
．４，７４２，１１３ ｔｏ Ｇｉｓｍｏｎｄｉ ｅｔ ａｌ．；５，０９３，４１２ ｔｏ 
Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．；５，４２５，９７６ ｔｏ Ｃｌａｒｋｅ ｅｔ ａｌ．；６，２
９７，３１３ ｔｏ Ｈｓｕ；６，３５２，６６１ ｔｏ Ｔｈｏｍｐｓｏｎ ｅｔ ａｌ．；
６，４５１，１０１ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．；６，４５８，２３８ ｔｏ Ｍｅｎｔ
ｅ ｅｔ ａｌ．；６，４６４，８２０ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．；６，６３８，４５
９ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．；６，６４９，０９８ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．；
６，８２２，０４２ ｔｏ Ｃａｐｐｓ；及び６，８４６，８４９ ｔｏ Ｃａｐｐｓ；及び
Ｕ．Ｓ．Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ Ｎｏｓ．２００３／００４７２７８ ｔｏ ｅｔ ａｌ；
２００５／０２２１０７８ ｔｏ Ｌｕ ｅｔ ａｌ．；２００５／０２４２４５９ ｔｏ Ｓ
ａｖｉｎｏ ｅｔ ａｌ．；及び２００６／０１５７１８３ ｔｏ Ｅｖｅｒｓ ｅｔ ａｌ．
；に記載されているものを含み、これにより、これらの文献は、その全てがここに導入さ
れる。
【００２５】
　本発明の目的のために、適切なイソシアネート成分の特定の例は、ＢＡＳＦ Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎ ｏｆ Ｆｌｏｒｈａｍ Ｐａｒｋ，ＮＪから市販されている、登録商標Ｌ
ＵＰＲＡＮＡＴＥ（登録商標）、例えばＬＵＰＲＡＮＡＴＥ（登録商標）Ｍ、ＬＵＰＲＡ
ＮＡＴＥ（登録商標）ＭＩ、ＬＵＰＲＡＮＡＴＥ（登録商標）Ｍ２０ＳＢ、ＬＵＰＲＡＮ
ＡＴＥ（登録商標）Ｍ２０ＨＢ、及びＬＵＰＲＡＮＡＴＥ（登録商標）Ｍ２０ＦＢイソシ
アネートである。イソシアネート成分は、上述したイソシアネート、及び／又はイソシア
ネート終端プレポリマーの任意の組み合わせを含んでも良い。
【００２６】
　イソシアネート成分は、典型的には、イソシアネート成分をリグノセルロース性部分に
（イソシアネート成分をリグノセルロース性部分に施すために、イソシアネート成分を吹
きつけ、噴霧、及び／又はアトマイズ化することによって）特定的に適用するのに適切な
粘度を有している。典型的には、イソシアネート成分は、ＡＳＴＭＤ２１９６に従い、２
５℃で、約１００～約５０００ｃｐｓ、より典型的には約１００～約２５００、及び最も
典型的には、約１００～約１０００ｃｐｓの粘度を有している。供給技術とは無関係に、
イソシアネート成分の粘度は、リグノセルロース性部分を被覆するのに充分なものである
べきである。
【００２７】
　典型的には、例えば、ＰＢ、スクリンバー、又はＭＤＦ用途等で、イソシアネート成分
は、反応生成物又はバインダー組成物を１００質量部として、約１～約２０、より典型的
には約１～約１５、及び最も典型的には約２～約１０質量部の量で存在する。通常、イソ
シアネート成分が少な過ぎる場合には、得られる複合体は、商業的に充分であるために必
要な物理的特性を有していない。同様に、イソシアネート成分の量が多すぎる場合には、
複合体を製造するためのコストが、このようなイソシアネート成分を使用する利益を超え
て高くなる。
【００２８】
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　複合体は更に、上述したように、複数のリグノセルロース性部分に配置された加工助剤
を含む。「配置された」について、加工助剤は、リグノセルロース性部分の少なくとも一
部と接触していることを意味する。また、バインダー組成物は、更に加工助剤を含む。加
工助剤は、イソシアネート成分に対して反応性である。また、加工助剤は、「イソシアネ
ート反応性加工助剤」とも称することができる。加工助剤は、グラフトポリオールを含む
。ある実施の形態では、加工助剤は、（補足的なポリオール及び／又は他のスタンダード
ウレタン樹脂成分を含む）他の成分を含んでも良い。他の実施の形態では、加工助剤は、
グラフトポリオールから成る。
【００２９】
　一実施の形態では、グラフトポリオールは、ポリマーポリオールである。他の実施の形
態では、グラフトポリオールは、ポリハルンストッフ（ＰＨＤ）ポリオール、ポリイソシ
アネート重付加（ＰＩＰＡ）ポリオール、及びこれらの組み合わせから成る群から選ばれ
る。加工助剤は、上述したグラフとポリオールの如何なる組み合わせをも含むことができ
ると理解される。グラフトポリオールは、この技術分野では、グラフトディスパーション
ポリオール（類）又はグラフトポリマーポリオールとも称されて良い。グラフトポリオー
ルは、ポリウレタン技術の当業者にとって公知であり、そして、生成物、すなわち、１種
以上のビニルモノマー、例えばスチレンモノマー及び／又はアクリロニトリルモノマー、
及びポリオール中マクロマー、例えばポリエーテルポリオールの現場重合（in-situ poly
merization）によって得られるポリマー性粒子を含む。一実施の形態では、加工助剤は、
スチレン－アクリロニトリルグラフトポリオールである。ＰＨＤポリオールは、典型的に
は、ジイソシアネートとジアミンをポリオール中で現場反応(in-situ reaction)させて、
ポリウレア粒子の安定した分散物を得ることによって形成される。ＰＩＰＡポリオールは
、ＰＨＤポリオールに類似するが、分散物が典型的には、ジイソシアネートと（ジアミン
の替わりに）アルカノアミンを現場反応させ、ポリオール中のポリウレア分散物を得るこ
とによって形成されることが異なる。本発明は、グラフトポリオールを製造する特定の方
法に限定されることはない。
【００３０】
　加工助剤は、一旦形成された複合体にある程度の撥水性を与えることによって、サイズ
剤代用、例えばサイズワックス又はワックスサイジング代用として作用する。例えば、パ
ラフィンは、ＯＳＢ及びＯＳＬ用途のための共通するワックスサイジング剤である。ある
実施の形態では、リグノセルロース生成物及び複合体は、ワックス成分、例えばパラフィ
ンを実質的に有しない。「実質的に有しない」という記載について、該記載は、これらの
実施の形態では、ワックス成分は、生成物又は複合体を１００質量部として、典型的には
、約５質量部以下、より典型的には、約２．５質量部以下、更により典型的には、約１．
５質量部以下、及び最も典型的には、０質量部に近いか０質量部に等しいことを意味する
。ある実施の形態では、生成物及び複合体は、ワックス成分を、完全に有しない。
【００３１】
　本発明の加工助剤が、撥水性を与える方法は、リグノセルロース性部分の表面を少なく
とも部分的に被覆し、表面の表面張力を低下させることによる。本発明の加工助剤が、撥
水性を与える他の方法は、加工助剤が、毛細管、及びリグノセルロース性部分の間を少な
くとも部分的に満たし、毛細管が水を採取することのバリア（障壁）を提供するものであ
る。更に、加工助剤が、複合体内、例えば、（反応生成物を形成する硬化の間、又は後の
）バインダー組成物内の、ミクロ－及びナノ－クラックの形成を低減すると信じられてい
る。更に、このようなクラック（割れ）が、リグノセルロース性部分無いに、既に存在し
ている場合、（毛細管について上述したように、）加工助剤は、少なくとも部分的にクラ
ックを埋める。水のブロックとクラックの充填は、（複合体が、使用の間、水分に曝され
た時に、）層間剥離と膨潤（膨張）の問題を低減すると信じられている。更に、このよう
な「充填」は、グラフトポリオールのポリマー性粒子に起因して行なわれると信じられて
いる。
【００３２】
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　加工助剤は、連続相と不連続相を含み、より典型的には、グラフトポリオールは、連続
相と不連続相を含む。加工助剤の連続相は、通常、イソシアネート成分とは混和性ではな
く、ポリマー性粒子の、反応性基（例えばヒドロキシル（ＯＨ）基）での被覆率を高める
。このような反応性基は、更に（反応性基が反応すると、）生成物及び複合体中の架橋を
与える。ポリマー性粒子について、以下に、更に詳細に説明する。連続相は、加工助剤と
イソシアネート成分の反応性を与えるために、イソシネート反応性成分を含む。ある実施
の形態では、上述したように、連続相と不連続相の両方が、イソシアネート成分に対して
反応性である。これらの実施の形態を、以下に更に詳細に説明する。
【００３３】
　典型的には、加工助剤のイソシアネート反応性成分は、ポリオールを含む。ポリオール
は、通常、グラフトポリオールを形成するために使用されるポリオールであり、該ポリオ
ールは、この技術分野では、キャリヤポリオールと称される；しかしながら、ポリマー性
粒子とは異なる、別のポリオール(distinct polyol)も使用されて良い。ポリオールは、
通常、（イソシアネート成分に対して反応性の）少なくとも２種のヒドロキシル基を有す
る。ポリオールは、既に記載し、及びイソシアネート終端プレポリマーの記載で例示した
ものと同一であっても、異なっていても良い。イソシアネート反応性成分は、ポリエステ
ルポリオール、ポリエーテルポリオール、及びこれらの組み合わせを含む。更に、ポリオ
ールは、脂肪族ポリオール、脂環式ポリオール、芳香族ポリオール、複素環式ポリオール
、及びこれらの組み合わせから成る群から選ばれることができる。適切なポリオールのよ
り特定的な例は、グリセロール、プロピレングリコール、サッカロース－開始ポリオール
、サッカロース／グリセリン開始ポリオール、トリメチロールプロパン－開始ポリオール
、及びこれらの組み合わせから成る群から選ばれるがこれらに限定されない。
【００３４】
　ある実施の形態では、ポリオールは、疎水性ポリオールである。特定の実施の形態では
、ポリオールは、疎水性ポリエーテルポリオールである。他の特定の実施の形態では、ポ
リオールは、疎水性ポリエステルポリオールである。疎水性ポリオールは、アルキレンオ
キシドを含む。これらの実施の形態では、疎水性ポリオールは、典型的には、疎水性ポリ
オールのアルキレンオキシドを１００質量部として、約０～約５０、より典型的には、約
２～約２０、及び最も典型的には、約５～約１５、質量部のエチレンオキシド（ＥＯ）を
有する。他の実施の形態では、疎水性ポリオールは、アルキレンオキシドを１００質量部
として、典型的には、少なくとも６０質量部、より典型的には、少なくとも７０質量部、
及び最も典型的には、少なくとも８０質量部のプロピレンオキシド（ＰＯ）を含む。従っ
て、これらの実施の形態では、疎水性ポリオールは、プロピレンオキシドが豊富なポリオ
ールで、これにより疎水性ポリオールに疎水性が与えられ、そして従って更に、生成物と
複合体に疎水性が与えられる。
【００３５】
　ある実施の形態では、疎水性ポリオールのアルキレンオキシドは、エチレンオキシドと
プロピレンオキシドの混合物を含む。他の実施の形態では、疎水性のポリオールのアルキ
レンオキシドは、プロピレンオキシドのみを含み、すなわち、疎水性ポリオールは、他の
アルキレンオキシド、例えばエチレンオキシドを含まない。ある実施の形態では、疎水性
ポリオールは、この技術分野では公知のアルキレンオキシドの他のタイプ、例えばブチレ
ンオキシド（ＢＯ）を、プロピレンオキシドと組み合わせて、及び任意にエチレンオキシ
ドと組み合わせて含む。疎水性ポリオールのアルキレンオキシドは、種々の構造、例えば
ランダム（ヘテリック）構造、ブロック構造、キャップされた構造、又はこれらの組み合
わせに配置することができる。例えば、一実施の形態では、疎水性ポリオールは、エチレ
ンオキシドとプロピレンオキシドのヘテリック混合物を含む。
【００３６】
　ある実施の形態では、疎水性ポリオールは、エチレンオキシドで末端がキャップされて
いる。疎水性ポリオールは、疎水性ポリオールを１００質量部として、典型的には、約５
～約２５質量部、より典型的には、約５～約２０質量部、及び最も典型的には、約１０～
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約１５質量部のエチレンオキシドの末端キャップを含む。ある実施の形態では、エチレン
オキシドは、末端エチレンオキシドキャップにのみ存在していても良く、しかしながら、
他の実施の形態では、エチレンオキシドは、プロピレンオキシドと一緒に、及び任意に、
疎水性ポリオールのアルキレンオキシド中の他のアルキレンオキシド、例えば、ブチレン
オキシドと一緒に存在していても良い。通常、本発明の目的のために、生成物及び複合体
の疎水性を増すために、疎水性ポリオールのプロピレンオキシドの含有量を増加させるこ
とが好ましい。
【００３７】
　本発明の目的のために、適切な疎水性ポリオールは、グリセリン開始、トリメチロール
プロパン開始、プロピレングリコール開始、及びサッカロース開始のポリエーテルポリオ
ール、及びこれらの組み合わせを含むが、これらに限定されるものではない。一実施の形
態では、疎水性ポリオールは、グリセリン開始のポリエーテルポリオールである。疎水性
ポリオールのアルキレンオキシドは、通常、疎水性ポリオールの、それぞれの開始剤部分
から伸びる。
【００３８】
　上述のように、加工助剤の不連続相は、ポリマー性粒子を含む。上述したように、マイ
クロ－及び／又はナノ－クラックが、リグノセルロース性部分内に存在している場合、加
工助剤の不連続相のポリマー性粒子が、少なくとも部分的にこれらのクラックを埋めると
信じられている。ポリマー性粒子は、通常、そのマクロマー成分のために、サイズが大き
く、すなわち、ポリマー性粒子は、マイクロメーター又はそれ以上の寸法を有しており、
例えば、マイクロメーター又はそれ以上の直径を有している。ある実施の形態では、ポリ
マー性粒子は、平均径が約０．１～約１０ミクロンの範囲、より典型的には、約０．１～
約１．５ミクロンの範囲である。他の実施の形態では、ポリマー性粒子は、平均径が０．
１ミクロン未満であり、これは、加工助剤にナノ－ポリマー性粒子を与える。保管又は使
用の間に、複合体が水分に曝された場合、水のブロックとクラックの充填は、層間剥離と
膨潤の問題を低減する。クラックの充填に加え、ある実施の形態では、ポリマー性粒子は
、イソシアネートに対して反応性であり、これにより、生成物から形成される複合体の内
部結合（ＩＢ）強度が高められて良い。上述したように、ポリマー性粒子は、典型的には
、スチレン、例えばアルファ－メチルスチレン、アクリルニトリル、アクリル酸とメタク
リル酸のエステル、エチレン性不飽和ニトリル、アミン、アミド、及びこれらの組み合わ
せから成る群から選ばれるモノマーの反応生成物を含む。ある実施の形態では、ポリマー
性粒子は、マクロマー、例えば不飽和のポリオールの反応を含む（これにより、上述した
ように、ポリマー性粒子の化学的な導入が可能になる）。これらの実施の形態では、ポリ
マー性粒子は、ポリマー性粒子に付いている（イソシアネート成分と反応することができ
る）反応性基、例えばＯＨ基のために、複合体中に架橋を与えると信じられている。ポリ
マー性粒子は、その特定の化学的構造（例えば、スチレンとアクリロニトリルモノマーか
ら形成されたポリマー性粒子）に依存して、「ホットメルト」粘着（接着）として作用す
ることができると信じられている。
【００３９】
　一実施の形態では、ポリマー性粒子は、スチレンモノマーとアクリロニトリルモノマー
の反応生成物である（このことは、当業者にとって公知である）、スチレンアクリロニト
リル（ＳＡＮ）コポリマーを含む。典型的には、ＳＡＮコポリマーは、スチレンのアクリ
ロニトリルに対する質量割合が、約３０：７０～約７０：３０、より典型的には、約４０
：６０～約６０：４０、更により典型的には、約４５：５５～約６０：４０、最も典型的
には、約５０：５０～約６０：４０、及び更に最も典型的には、約５５：４５～約６０：
４０である。一実施の形態では、ＳＡＮコポリマーは、スチレンのアクリロニトリルに対
する質量割合が約６６．７：３３．３である。他の実施の形態では、ポリマー性粒子は、
（アミンモノマーとイソシアネート（ＮＣＯ）基、例えばジイソシアネートのＮＣＯ基と
の反応生成物である）ウレアである。更なる実施の形態では、ポリマー性粒子は（アルコ
ールモノマーとイソシアネート（ＮＣＯ）基、例えばジイソシアネートのＮＣＯ基との反



(14) JP 5734850 B2 2015.6.17

10

20

30

40

50

応生成物である）ウレタンである。
【００４０】
　典型的には、ポリマー性粒子は、加工助剤中に、加工助剤を１００質量部として、約５
～約７０質量部、より典型的には、約１５～約５５質量部、及び最も典型的には、約２５
～約５０質量部の量で存在する。一実施の形態では、ポリマー粒子は、加工助剤中に、加
工助剤を１００質量部として、約６５質量部の量で存在する。通常、ポリマー粒子を増加
させると、上述のように、生成物と複合体の撥水性が増加する。
【００４１】
　グラフトポリオールは、典型的には、分子量(molecular weight)が、約４００～約２０
０００、より典型的には、約５００～約１００００、更により典型的には、約６００～約
５０００、及び最も典型的には、約７００～約３０００である。一実施の形態では、グラ
フトポリオールは、分子量が、約７３０である。他の実施の形態では、グラフトポリオー
ルは、分子量が約３０００である。
【００４２】
　本発明の目的のための、他の適切なグラフトポリオール、及び該グラフトポリオールを
製造する方法は、Ｕ．Ｓ．ＰａｔｅｎｔＮｏｓ．４，５２２，９７６ ｔｏ Ｇｒａｃｅ 
ｅｔ ａｌ．；５，０９３，４１２ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．；５，１７９，１３１ 
ｔｏ Ｗｕｊｃｉｋ ｅｔ ａｌ．；５，２２３，５７０ ｔｏ Ｈｕａｎｇ ｅｔ ａｌ．；
５，５９４，０６６ ｔｏ Ｈｅｉｎｅｍａｎｎ ｅｔ ａｌ．；５，８１４，６９９ ｔｏ 
Ｋｒａｔｚ ｅｔ ａｌ．；６，０３４，１４６ ｔｏ Ｆｌａｋｅ ｅｔ ａｌ．；６，１０
３，１４０ ｔｏ Ｆａｌｋｅ ｅｔ ａｌ．；６，３５２，６５８ ｔｏ Ｃｈａｎｇ ｅｔ 
ａｌ．；６，４３２，５４３ ｔｏ Ｈａｒｒｉｓｏｎ ｅｔ ａｌ．；６，４７２，４４７
 ｔｏ Ｌｏｒｅｎｚ ｅｔ ａｌ．；６，６４９，１０７ ｔｏ Ｈａｒｒｉｓｏｎ ｅｔ ａ
ｌ．；及び７，１７９，８８２ ｔｏ Ａｄｋｉｎｓ ｅｔ ａｌ．に記載されているものを
含み、これらの文献は、これにより、その全てがここに導入される。
【００４３】
　本発明の目的のために、適切なグラフトポリオールの特定の例は、商標ＰＬＵＲＡＣＯ
Ｌ（登録商標）、例えばＰＬＵＲＡＣＯＬ（登録商標）１３６５、ＰＬＵＲＡＣＯＬ（登
録商標）４６００、ＰＬＵＲＡＣＯＬ（登録商標）４６５０、ＰＬＵＲＡＣＯＬ（登録商
標）４８００、ＰＬＵＲＡＣＯＬ（登録商標）４８１５、ＰＬＵＲＡＣＯＬ（登録商標）
４８３０、及びＰＬＵＲＡＣＯＬ（登録商標）４８５０グラフトポリオールの下に、ＢＡ
ＳＦ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ ｏｆ Ｆｌｏａｒｈａｍ Ｐａｒｋ，ＮＪから市販されてい
る。加工助剤は、上述したグラフトポリオールの如何なる組み合わせをも含んで良い。グ
ラフトポリオールの詳細な情報は、ＴＨＥ ＰＯＬＹＵＲＥＴＨＡＮＥＳ ＨＡＮＤＢＯＯ
Ｋ（Ｄａｖｉｄ Ｒａｎｄａｌｌ＆Ｓｔｅｖｅ Ｌｅｅ ｅｄｓ．，Ｊｏｈｎ Ｗｉｌｅｙ＆
Ｓｏｎｓ，Ｌｔｄ．２００２）の１０４及び１０５頁に記載されており、これらは、その
全てがここに導入される。
【００４４】
　加工助剤は、典型的には、加工助剤をリグノセルロース性部分に（加工助剤をリグノセ
ルロース性部分に施すために、加工助剤を吹きつけ、噴霧、及び／又はアトマイズ化する
ことによって）特定的に適用するのに適切な粘度を有している。典型的には、加工助剤は
、ＡＳＴＭＤ２１９６に従い、２５℃で、約１００～約１００００、より典型的には約５
００～約５０００、及び最も典型的には、約５００～約３０００ｃｐｓの粘度を有してい
る。供給技術とは無関係に、加工助剤の粘度は、リグノセルロース性部分を適切に被覆す
るのに充分なものであるべきである。
【００４５】
　典型的には、加工助剤は、反応生成物又はバインダー組成物を１００質量部として、約
５～約４０質量部、より典型的には、約１０～約３０質量部、及び最も典型的には、約１
５～約２５質量部の量で存在する。加工助剤は、上述したポリオール、ポリマー性粒子及
び／又はグラフトポリオールの如何なる組み合わせをも含んで良い。
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【００４６】
　上述したように、生成物と複合体は、加工助剤として（又は中に）使用されるポリオー
ルとは異なる、補助的なポリオールを更に含んでも良い。また、バインダー組成物は、補
助的なポリオールをも更に含んでも良い。補助的なポリオールとして使用するための適切
なポリオールは、イソシアネート終端プレポリマーの記載と共に記載され、及び例示され
たものである。補助的なポリオールは、種々の目的のために使用することができる。例え
ば、（グラフトポリオールのポリオールに対して）高い官能性を有する補助的なポリオー
ルを、イソシアネート成分との反応のための追加的な反応性基を与えるために使用するこ
とができ、又は加工助剤の粘度を増すために、又は低下させるために、補助的なポリオー
ルを使用することができる。使用した場合、補助的なポリオールは、種々の量で使用して
良い。
【００４７】
　生成物及び複合体の両方は、更に、添加成分を含んでも良い。また、バインダー成分及
びこれらから形成される反応生成物は、更に、添加剤成分を含んでも良い。使用する場合
、添加剤成分は、典型的には、剥離剤（parting agent）、触媒、充填材、難燃剤、水、
可塑剤、安定化剤、架橋剤、鎖延長剤、鎖停止剤、排気剤、湿潤剤、表面改質剤、フォー
ム安定化剤、水分除去剤、乾燥剤、粘性低下剤、染料、顔料、着色剤、酸化防止剤、相溶
性剤、紫外線安定化剤、チキソトロープ剤、老化防止剤、潤滑剤、カップリング剤、溶媒
、流動促進剤、粘着促進剤、増粘剤、防煙剤、静電気防止剤、抗菌剤、殺菌剤、殺虫剤、
及びこれらの組み合わせから成る群れから選ばれる。使用する場合、添加剤成分は、種々
の量で存在して良い。添加剤成分は、上述した添加剤の任意の組み合わせを含んで良い。
【００４８】
　ある実施の形態では、添加剤は、触媒成分を含む。一実施の形態では、触媒成分は、ス
ズ触媒を含む。本発明の目的のために、適切なスズ触媒は、有機カルボン酸のスズ（ＩＩ
）塩、例えばスズ（ＩＩ）アセテート、スズ（ＩＩ）オクトエート、スズ（ＩＩ）エチル
ヘキサノエート、及びスズ（ＩＩ）ラウレートを含む。一実施の形態では、有機金属触媒
は、（有機カルボン酸のジアルキルチン（ＩＶ）である）ジブチルチンジラウレートを含
む。本発明の目的のための、適切な有機金属触媒の例、例えばジブチルチンジラウレート
は、Ａｉｒ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ ａｎｄ Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ． ｏｆ Ａｌｌｅｎ
ｔｏｗｎ，ＰＡから、商標名ＤＡＢＣＯ（登録商標）で市販されている。有機金属触媒は
、他の（有機カルボン酸の）ジアルキルチン（ＩＶ）塩、例えばジブチルチンジアセテー
ト、ジブチルチンマーレイト、及びジオクチルチンジアセテートをも含むことができる。
【００４９】
　本発明の目的のために、他の適切な触媒の例は、鉄（ＩＩ）クロリド；亜鉛クロリド；
鉛オクトエート；トリス（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル）－ｓ－ヘキサヒドロトリア
ジンを含むトリス（ジアルキルアミノアルキル）－ｓ－ヘキサヒドロトリアジン；テトラ
メトヒルアンモニウムヒドロキシドを含むテトラアルキルアンモニウムヒドロキシド；水
酸化ナトリウム及び水酸化カリウムを含むアルカリ金属ヒドロキシド；ナトリウムメトキ
シド及びカリウムイソプロポキシドを含むアルカリ金属アルコキシド；及び１０～２０個
の炭素原子及び／又は側部ＯＨ基を有する長鎖脂肪酸のアルカリ金属塩を含む。
【００５０】
　本発明の目的のために、適切な他の触媒、特に、三量化触媒の更なる例は、Ｎ，Ｎ，Ｎ
－ジメチルアミノプロピルヘキサヒドロトリアジン、カリウム、カリウムアセテート、Ｎ
，Ｎ，Ｎ－トリメチルイソプロピルアミン／フォルメート、及びこれらの組み合わせを含
む。適切な三量化触媒の特定の例が、Ａｉｒ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ ａｎｄ Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌｓ，Ｉｎｃ．から、ＰＯＬＹＣＡＴ（登録商標）の商標名で市販されている。
【００５１】
　本発明の目的のために、適切な他の触媒、特に、三級アミン触媒の更なる例は、ジメチ
ルアミノエタノール、ジメチルアミノエトキシエタノール、トリエチルアミン、Ｎ，Ｎ，
Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアミン、
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Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’，Ｎ”－ペンタメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプ
ロピルアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’，Ｎ”－ペンタメチルジプロピレントリアミン、トリ
ス（ジメチルアミノプロピル）アミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルピペラジン、テトラメチルイミ
ノビス（プロピルアミン）、ジメチルベンジルアミン、トリメチルアミン、トリエタノー
ルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルエタノールアミン、Ｎ－メチルピロリドン、Ｎ－メチルモル
ホリン、Ｎ－エチルモルホリン、ビス（２－ジメチルアミノ－エチル）エーテル、Ｎ，Ｎ
－ジメチルシクロヘキシルアミン（ＤＭＣＨＡ）、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’，Ｎ”－ペンタメ
チルジエチレントリアミン、１，２－ジメチルイミダゾール、３－（ジメチルアミノ）プ
ロピルイミダゾール、及びこれらの組み合わせを含む。適切な三級アミン触媒の特定の例
が、Ａｉｒ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ ａｎｄ Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．から、ＰＯＬＹＣ
ＡＴ（登録商標）の商標名で市販されている。
【００５２】
　使用する場合、触媒成分は、種々の量で使用することができる。触媒成分は、上述した
触媒の任意の組み合わせを含んで良い。
【００５３】
　典型的には、イソシアネート成分及び加工助剤は、生成物又は複合体中に、組み合わせ
た量で、（生成物又は複合体を１００質量部として、）約１～約２５質量部、典型的には
約１～約１５質量部、更により典型的には、約１～約１０質量部、及び最も典型的には約
１～約５質量部、存在する。「組み合わせた量」について、この記載は、それぞれのイソ
シアネート成分と加工助剤が、生成物又は複合体中に、正の量（positive）で存在する、
すなわち、生成物又は複合体を１００質量部として、０質量部より大きい量で存在するこ
とを意味する。イソシアネート成分及び加工助剤は、生成物又は加工助剤中に、種々の質
量割合（質量比）で存在することができる。典型的には、イソシアネート成分と加工助剤
は、質量割合が、約１０：１～約１：１０、より典型的には、約５：１～約１：５、更に
より特定的には、約４：１～約１：４、及び最も典型的には、約４：１～約２：１で存在
する。通常、グラフトポリオールは、リグノセルロース性複合体に疎水性、及びここに記
載された他の物理的特性、例えば生成物に冷間粘性を与えるために有効な量で存在する必
要がある。典型的には、グラフトポリオールは、生成物、又は複合体中に、（生成物又は
複合体を１００質量部として、）少なくとも約０．２５質量部、より典型的には、少なく
とも約０．５質量部、及び最も典型的には、少なくとも約１質量部の量で存在する。他の
任意の成分、例えば、補助的なポリオール、及び／又は添加成分が、生成物及び複合体内
に存在することもできる。
【００５４】
　ある実施の形態では、生成物と複合体は、ウレアホルムアルデヒド（ＵＦ）樹脂、及び
／又はフェノールホルムアルデヒド（ＰＦ）樹脂を実質的に有しない。「実質的に有しな
い」という記載について、この記載は、これらの実施の形態では、ＵＦ樹脂、及び／又は
ＰＦ樹脂は、生成物又は複合体を１００質量部として、約１５質量部以下、より典型的に
は、約１０質量部以下、更により典型的には、約５質量部以下、及び最も典型的には、０
質量部に近いか０質量部の量で存在することを意味する。他の実施の形態では、生成物及
び複合体は、ＵＦ樹脂及び／又はＰＦ樹脂が完全に存在しない。
【００５５】
　バインダー組成物のイソシアネート成分及び加工助剤は、種々の手段（例えば、鉄道車
両、タンカー、大型ドラム及びコンテナ、又は小型ドラム、荷物、及びキット）によって
、使用のために消費者に提供することができる。例えば、一つのドラムがイソシアネート
成分を含み、そして他のドラムが加工助剤を含むことができる。消費者に、成分を別々に
提供することにより、成分の早期の反応が防止され、及びバインダー成分を形成するため
の処方の柔軟性が増す。例えば、消費者は、特定のイソシアネート成分及び特定の加工助
剤、及びこれらの量を選び、生成物及び複合体をこれらから製造（調製）することができ
る。他の成分、例えば補助的なポリオール、及び／又は添加成分、例えば触媒成分が使用
される場合、このような成分は、別々に、又はイソシアネート成分及び加工助剤の一方、
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又は両方と予備混合して提供することができる。
【００５６】
　生成物から形成される複合体は、種々のサイズ、形状及び厚さのものであって良い。例
えば、本発明の複合体は、模倣の、通常の複合体、例えばＯＳＢ、ＰＢ、スクリンバー、
及びＭＤＦビーム、ボード、又はパネルに形成することができる。複合体は、種々の複雑
な形状、例えば、成形物、バンド(fascias)、家具等のものであっても良い。上述したよ
うに、ある実施の形態では、複合体は、ファイバーボード、例えば、ＭＤＦである。他の
実施の形態では、複合体は、ＯＳＢ、スクリンバー、又はＯＳＬである。更に他の実施の
形態では、複合体はＰＢである。複合体は、１層以上の層を含むことができる。例えば、
複合体がＯＳＢである場合、この技術分野の当業者にとって理解されるように、複合体は
、１層、例えば核層、２層、例えば核層及び表面／バンド層、又は３層以上の層、例えば
核層及び２層のバンド層を含むことができる。
【００５７】
　ある実施の形態では、例えばＯＳＢ用途のために、複合体は、（一緒に圧縮され、及び
実質的に第１の方向に方向付けられた）複数のリグノセルロース性部分の第１の部分を含
む第１のバンド層を有する。複合体は、更に、第１のバンド層と間隔を置き、及び平行す
る、及び（一緒に圧縮され、及び実質的に第１の方向に方向付けられた）複数のリグノセ
ルロース性部分の第２の部分を含む第２のバンド層を有する。複合体は、更に、第１と第
２のバンド層の間に配置され、及び（一緒に圧縮され、及び第１の方向とは異なる、第２
の方向に実質的に方向付けられた）複数のリグノセルロース性部分の残りの部分を含む核
層を有する。これらの実施の形態では、複数のリグノセルロース性部分の、少なくとも一
部分が、バインダー組成物と一緒に圧縮され、（上述し、及び例示したように、）バイン
ダーが硬化して反応生成物を形成する。例えば、核層は、バインダー組成物から形成され
た反応生成物を含むことができる。バンド層(fascia layer)は、核層に加え、又は核層の
替わりに、バインダー組成物から形成された反応生成物を含むこともできる。層は、層の
それぞれのバインダー組成物に使用される特定の成分に依存して、それぞれ、異なる反応
生成物を含むことができる。ある実施の形態では、層の内の少なくとも１層、例えばバン
ド層の１層又は２層は、（この技術分野では理解されるように、）フェノールホルムアル
デヒド（ＰＦ）樹脂を更に含むことができる。各層は、（例えば、通常のＯＢＳ層のもの
のように、）種々の厚さを有することができる。この技術分野の当業者は、ＯＳＬは典型
的には、実質的に１方向にのみ方向付けられた(oriented)リグノセルロース性部分を有す
ることを理解する。本発明の目的のために形成することができる、複合体の他のタイプ、
例えばウッド複合体、及び製造方法（例えば、バインダー組成物を使用することによる）
は、Ｔｈｅ Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｅｎｓ Ｈａｎｄｂｏｏｋ（Ｄａｖｉｄ Ｒａｎｄａｌ
ｌ＆Ｓｔｅｖｅ Ｌｅｅ ｅｄｓ．，Ｊｏｈｎ Ｗｉｌｅｙ＆Ｓｏｎｓ，Ｌｔｄ．２００２
）の３９５～４０８頁に記載されており、該文献は、その全てがここに導入される。
【００５８】
　複合体は、オリジナルの厚さ、すなわち、製造の後の厚さ、例えば生成物をプレスして
複合体を形成した後の厚さを有する。典型的には、本発明の反応生成物のために、複合体
は、ＡＳＴＭ Ｄ１０３７に従う２４時間の寒冷浸透テストに基づいて、膨潤性(swelling
)が、約１０％未満、より典型的には、約５％未満、及び最も典型的には、約３％未満で
ある。厚さは種々のものであるが、典型的には、約０．２５～約１０インチ、より典型的
には、約０．２５～約５インチ及び最も典型的には、約０．２５～約１．５インチである
。複合体が、ボード又はパネル以外の形状である場合には、厚さについての記載は適切で
ないことが理解される。また、複合体の最終的な形状に基づいて、複合体は、種々の寸法
を有することができる。
【００５９】
　複合体は、内部結合（ＩＢ）強度を有する。典型的には、本発明の反応生成物のために
、すなわち、バインダー組成物の加工助剤のために、ＩＢ強度は、ＡＳＴＭ Ｄ１０３７
に従い、約２０ポンド／平方インチ(psi)を超え、より典型的には、約３０ポンド／平方
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インチを超え、及び最も典型的には、約４０ポンド／平方インチを超える。ある実施の形
態では、複合体は、典型的には、ＩＢ強度が、ＡＳＴＭ Ｄ１０３７に従い、約５０psi～
約５００psi、より典型的には、約１００psi～約３００psi、及び最も典型的には、約１
５０psi～約２５０psiである。
【００６０】
　この技術分野の当業者にとって理解されるように、ＩＢ強度は、「脆性強度特性」(bri
ttele strength property)である。典型的には、通常の複合体では、ＩＢ強度が増すと、
曲げ特性、例えば、弾性係数(mojulus of elasticity)（ＭＯＥ）及び決裂係数(mojulus 
of rupture)（ＭＯＲ）が変化し、特に、通常ＭＯＥは、ＩＢ強度が増すに従い、低下す
る。しかしながら、非常に驚くべきことに、本発明の複合体では、ＭＯＥは、通常、ＩＢ
強度が増すに従って増加する。この予想外の関係は、部分的には、本発明の反応生成物、
すなわちバインダー組成物中の加工助剤に起因すると信じられている。
【００６１】
　典型的には、複合体は、ＡＳＴＭ Ｄ１０３７に従い、ＭＯＥが７５０００psiを超え、
より典型的には、９５０００psiを超え、より典型的には１０００００psiを超え、及び最
も典型的には１１００００psiを超える。典型的には、複合体は、ＡＳＴＭ Ｄ１０３７に
従い、ＭＯＲが３０００psiを超え、より典型的には、３２５０psiを超え、より典型的に
は３３００psiを超え、及び最も典型的には３５００psiを超える。
【００６２】
　本発明は、生成物（生成物は、典型的には、複合体を形成するための中間物として形成
される）又は複合体であることが可能な物品を形成する方法をも提供する。物品を形成す
るために、リグノセルロース性部分が提供（用意）される。上述し、及び例示したように
、リグノセルロース性部分は、種々のリグノセルロース性源から誘導することができ、及
びこの技術分野では理解されるように、種々の方法（工程）から形成することができる。
【００６３】
　イソシアネート成分及び加工助剤、及び任意に他の成分、例えば補助的なポリオール、
及び／又は添加剤成分（これらの全ては、以降、成分として称される）が、複数のリグノ
セルロース性部分に施され、本発明の生成物が形成される。成分は、リグノセルロース性
部分に、同時に施すことができ、又はリグノセルロース性部分に、異なる時点で施すこと
ができる。一実施の形態では、加工助剤は、イソシアネート成分の前に、リグノセルロー
ス性部分に施すことができる。他の実施の形態では、加工助剤は、イソシアネート成分の
後に、リグノセルロース性部分に施すことができる。更に他の実施の形態では、加工助剤
とイソシアネート成分は、リグノセルロース性部分に同時に施すことができる。例えば、
加工助剤は、リグノセルロース性部分に施すことができ、そして次に、幾分か後に、イソ
シアネート成分をリグノセルロース性部分に施すことができ、又はこの逆も可能である。
この替わりに、複数成分を（別々にでも、及び／又は予備混合して）同時に施すことも可
能である。一実施の形態では、複数成分が、ブレンドされて混合物を形成し、この混合物
がリグノセルロース性部分に施される。種々の方法、例えばミキシング、タンブリング、
ローリング、スプレイング、シーティング、ブローラインレジネーション、ブレンディン
グ（例えば、ブローラインブレンディング）によって、成分をリグノセルロース性部分に
施すことができる。例えば、成分とリグノセルロース性部分を、密集体（マス）を形成す
る間、一緒に混合又はミルすることができる。密集体（マス）は、バインダー－リグノセ
ルロース混合物、マット、又は「ファーニシュ」とも称され、これについては後述する。
上述したように、イソシアネート成分と加工助剤は、相互に反応性であり、これらは反応
条件下に接触して、相互に反応を開始する。
【００６４】
　典型的には、成分は、（この技術では理解されるように、）吹きつけ（スプレイング）
、アトマイズ化又は噴霧法によってリグノセルロース性部分に施される。そして、密集体
を支持体（例えば、コンベアベルト）上に落とすことにより、密集体を生成物に形成する
ことができ、又はこの替わりに、生成物を、支持体上に直接的に形成することができ、す
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なわち、バインダー－リグノセルロース性混合物を支持体上に直接的に形成することがで
きる。換言すれば、イソシエネート成分と加工助剤を施された状態で有する、複数のリグ
ノセルロース性部分が、支持体上に配置されて密集体を形成する。配置の後、密集体は、
予め設定された幅と予め設定された厚さを有し、及び複数のリグノセルロース性部分が緩
んだ状態で、支持体上に方向付けされる。密集体の予め設定された幅と厚さは、複合体に
望まれる最終的な幅と厚さに従って決定され、これについては後述する。
【００６５】
　上述したように、生成物を、種々の形状（例えば、ボード、又はパネル）に形成するこ
とができ、又は上述したように、例えば生成物を成形、又は押し出しして複合体を形成す
ることによって、複雑な（複合した）形状に形成することができる。
【００６６】
　ある実施の形態では、成分は、（リグノセルロース性部分を適切な装置内で攪拌させな
がら）吹きつけ、アトマイズ化、及び／又は噴霧化によって、リグノセルロース性部分に
施すことができる。吹きつけ、アトマイズ化、及び／又は噴霧化(fogging)は、ノズル、
例えば供給される各成分のための一個のノズル、又は予備混合され、及び供給される２種
以上の成分を有する複数のノズルを使用することによって行うことができる。通常、少な
くとも１個のノズルがイソシアネート成分に適用され、そして少なくとも１個のノズルが
加工助剤に適用される。リグノセルロース性部分の被覆を最大限にするために、成分は通
常、（成分の）吹きつけの液滴、又はアトマイズ化又は噴霧の粒子によって、リグノセル
ロース性部分に（リグノセルロース性部分が、ロータリーブレンダー又は類似する装置内
で回転（タンブル）されながら）施される。他の例として、リグノセルロース性部分は、
少なくとも１個、典型的には少なくとも２個のスピニングディスクアトマイザーを備えた
ロータリードラムブレンダー内で、成分によって被覆することができる。この技術分野で
は理解されるように、タンブラー、ドラム、又はローラー（バッフルを含む）を使用する
ことができる。上述したように、この替わりに、リグノセルロース性部分を支持体に直接
的に供給することも可能であり、そして成分をリグノセルロース性部分に、例えば吹きつ
け、又はシーティングによって施し、生成物を形成することもできる。例えば、リグノセ
ルロース性部分を、コンベアベルト又はプレート上に配置し、そして次に成分を吹きつけ
て生成物を形成することができる。更に、少なくとも１種の成分、例えば加工助剤を、既
にリグノセルロース性部分上に存在させ、バインダー組成物の残りの成分（複数種類の場
合を含む）、例えばイソシアネート成分をリグノセルロース性部分及び加工助剤に施すこ
とができる。
【００６７】
　施され、及びリグノセルロース性部分と混合される成分の量は、使用される特定の成分
、サイズ、水分含有量、及び使用するリグノセルロース性部分のタイプ、複合体の用途、
及び複合体の所望の特性を含む幾つかの変数に依存する。上述のように製造されたバイン
ダー－リグノセルロース混合物は、この技術分野では「ファーニッシュ」と称される。得
られたファーニッシュ（すなわち、生成物）は、典型的には、単一又は複数層のマット（
該マットは、例えばＯＳＢ、ＰＢ、スクリンバー、ＭＤＦ、又は所望の形状と寸法を有す
る他の複合体に圧縮される）に形成される。上述したように、生成物は、（ファーニッシ
ュを成形すること又は押し出しすることによって、）より複雑な形状に形成することがで
きる。
【００６８】
　マットは、適切な任意の方法で形成することができる。例えば、ファーニッシュを無端
ベルト上の、又はコンベア上の、プレート状の台車(carriage)上に（ベルト上に、間隔を
置いて配置された１個以上のホッパーから）供給することができる。複数層マットが形成
される場合、複数のホッパーが使用される（それぞれのホッパーは、台車が形成ヘッドの
間を移動する時に、ファーニッシュの別個の層をうまく配置するために、台車の幅を横切
って、分配又は形成ヘッドを有している）。マット厚さ（すなわち、予め設定された厚さ
）は、リグノセルロース性部分のサイズ及び形状、マットを形するために使用される特定
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の技術、最終的な複合体の厚さと密度、及びプレスサイクルの間に使用される圧力のよう
なファクターに従って変動する。マット（生成物）の予め設定された厚さは、通常、複合
体の最終的な厚さ約５倍～２０倍である。例えば、厚さが０．５インチで最終的な密度が
約３５ｌｂｓ／ｆｔ３のフレークボード又は粒子ボード（particleboard）のために、マ
ットは最初は通常、約３インチ～約６インチの厚さである。マットの予め設定された幅は
通常、複合体の最終的な幅と実質的に同じである；しかしながら、予め設定された厚さの
記載に類似して、複合体の形状に依存して、最終的な幅は、予め設定された厚さの比（フ
ラクション）であっても良い。
【００６９】
　上述したように、リグノセルロース性部分は、生成物、例えばマット内で緩く（漫然と
）適用（導入）されている。上述したように、支持体が与えられる（例えばコンベアベル
ト又はベルト又はプレート）、そして生成物が支持体上に配置される。また上述したよう
に、生成物は、支持体上で直接的に形成することができ、及び／又は例えばタンブラー内
で形成した後、支持体に移すことができる。加工助剤は、生成物中の複数のリグノセルロ
ース性部分の適用（導入：orientation)を実質的に維持する。換言すれば、加工助剤は、
「粘着剤(tacktifier)」又は「粘着性」接着剤として作用し、そしてＵＦ及び／又はＰＦ
樹脂の代用品として使用可能である。また、バインダー組成物は、冷間粘着性(cold-tack
)を有している。この技術分野の当業者にとって理解されるように、冷間粘着性は、種々
の方法で決定することができる。例えば、ある場合、「スランプ」テストを使用すること
ができる。この「スランプ」テストでは、密集体（マス）で満たされた漏斗を使用し、次
に表面上にあけ、そして除去し、（漏斗の形状の）密集体が表面上に残るようにする。そ
して、漏斗形状をした密集体を、時間の経過に伴う形状の変化（漏斗形状をした密集体の
スランピング／崩壊による角度の変化等）について観察する。他の例は、この技術分野で
は「スノーボール」テストと称されるもので、この場合、密集体（マス）を一つかみし、
手で密集体のボールを作り、そしてボールを投げ上げて落とし、ボールがバラバラに壊れ
るかどうかを見るものである。本発明の目的のために、他の適切なテストは、ＡＳＴＭ 
Ｄ１０３７に記載されている。特に、加工助剤は、密集体（マス）、例えば生成物の予め
設定された幅と厚さを（生成物が支持体上に存在する間）維持する。理解されるように、
支持体が例えば運搬により動いた場合、加工助剤は生成物、例えばマットが振動のために
落下することを防止する。振動は、例えば支持体がプレートの場合、及びプレートがプレ
スへと移動する場合にも発生する。このような振動は、リグノセルロース部分の方向付け
（適用性：orientation）の問題、内部結合（ＩＢ）強度の低下、及び他の類似した問題
の要因となり得る。
【００７０】
　複合体は、典型的には、生成物、例えばマットから、マットを温度を上昇させて、及び
圧力下に圧縮することによって形成される。このような条件は、反応生成物を形成するバ
インダー組成物の反応を容易化する。粘着剤として作用することにより（例えば、密集体
に圧力を加えた時にリグノセルロース性部分がバラバラに吹き飛ぶ機会を低減することに
より）、加工助剤は、リグノセルロース性部分が密集体内で動くことを低減することがで
きる。特定的に、複合体を形成するために密集体に圧力を加える速度を（通常の加圧速度
及び／又は通常の複合体を形成するために使用される圧力と比較して、）増すことができ
、これにより、本発明の複合体の製造のための経済的な利益、例えば処理量の増加が達成
される。
【００７１】
　典型的には、密集体（塊：mass）に熱が加えられ、バインダー組成物の硬化を容易化す
る。プレス温度、圧力、及び時間は、複合体の形状、厚さ、及び所望の密度、ウッドフレ
ークのサイズとタイプ、ウッドフレークの水分含有量、及び使用する特定の成分に依存し
て広く変化する。例えばプレス温度は、約１００℃～約３００℃の範囲が可能である。内
部蒸気の発生を最小限にし、及び最終複合体の水分含有量の低下を所望のレベル未満にす
るために、プレス温度は、典型的には約２５０℃未満、及び最も典型的には約１８０℃～
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約２４０℃である。使用する圧力は、通常、約３００～約８００ポンド／平方インチ(psi
)である。典型的には、プレス時間は、１２０～９００秒である。使用するプレス時間は
、（実質的に反応生成物を形成するために）少なくとも実質的にバインダー組成物を硬化
させ、及び所望の形状、寸法、及び強度を有する複合体を得るために、充分な継続時間の
ものであるべきである。例えばフレークボード、又はＰＢパネルを製造するために、プレ
ス時間は、主に製造された複合体のパネル厚さに依存する。例えば、厚さが０．５インチ
のプレスされた複合体のために、プレス時間は、通常、約２００秒～約３００秒である。
【００７２】
　本発明の複合体を形成するための他の適切な方法は、Ｕ．Ｓ．Ｐａｔｅｎｔ Ｎｏｓ．
６，４５１，１０１ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．；６，４５８，２３８ ｔｏ Ｍｅｎｔ
ｅ ｅｔ ａｌ．；６，４６４，８２０ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．；６，６３８，４５
９ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．；６，６４９，０９８ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａｌ．及
びＵ．Ｓ．ｐａｔｅｎｔＮｏ．６，３４４，１６５ ｔｏ Ｃｏｌｅｍａｎ；及びＵ．Ｓ．
 Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ Ｎｏｓ．２００３／００４７２７８ ｔｏ Ｍｅｎｔｅ ｅｔ ａ
ｌ．；２００５／０２２１０７８ ｔｏ Ｌｕ ｅｔ ａｌ．；及び２００５・０２４２４５
９ ｔｏ Ｓａｖｉｎｏ ｅｔ ａｌ．に記載されており、これらの文献は、ここに導入され
る。
【００７３】
　本発明は更に、リグノセルロース部分に疎水性を与える方法を提供する。この方法は、
上述し及び例示したように、加工助剤をリグノセルロース性部分に施す工程を含む。疎水
性を与えることにより、複合体は、（上述のように）水分に曝された場合に膨潤する傾向
が少なくなる。
【００７４】
　以下に本発明のリグノセルロース性生成物及びリグノセルロース性複合体を、実施例を
使用して説明するが、本発明はこれらに限定されるものではない。
【実施例】
【００７５】
実施例
　リグノセルロース性複合体の例を製造し、特に１つの比較例（比較）及び３つの本発明
の実施例（本発明１～３）を製造した。下記に形成されたリグノセルロース複合体は、粒
子ボード（particleboard）である。実施例は、粒子ボード（ＰＢ）を製造するための（
製造方法が、実施例間に差異を与えることのない）典型的な方法を使用してなされた。リ
グノセルロース性生成物を形成するために使用された各成分の量とタイプを、以下の表Ｉ
に示す（全ての値は、全成分を１００質量部とした質量部である）。
【００７６】
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【表１】

【００７７】
　イソシアネート成分は、官能価が２．７、ＮＣＯ含有量が約３１．５質量％、及び粘度
が２５℃で約２００ｃｐｓで、ＢＡＳＦ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ ｏｆ Ｆｌｏｒｈａｍ 
Ｐａｒｋ，ＮＪから市販されているポリマー性ＭＤＩである。
【００７８】
　加工助剤１は、共重合したスチレンとアクリロニトリルを含むポリマー性粒子を約４４
質量％有する、二級のヒドロキシル終端グラフトポリエーテルトリオールである（ヒドロ
キシル価が約２７～約３１ｍｇＫＯＨ／ｇｍ、及び粘度が２５℃で約４２３０ｃｐｓ、Ｂ
ＡＳＦ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販）。
【００７９】
　加工助剤２は、共重合したスチレンとアクリロニトリルを含み、及び分子量が約７３０
のポリマー性粒子を約４４質量％～約４５質量％有する、二級のヒドロキシル終端グラフ
トポリエーテルトリオールである。
【００８０】
　実施例の残りの質量部は、典型的にはＰＢを形成するために使用された形状とサイズの
リグノセルロース性部分で、特に、リグノセルロース性部分は、（リグノセルロース性部
分を１００質量部として）乾燥質量含有量が約８８％、及び水分含有量が約７質量％の松
の木（パイン）を含む。
【００８１】
　本発明１のために、イソシアネート成分及び加工助剤１をリグノセルロース性部分に別
々に加え、リグノセルロース性生成物を形成した（加工補剤１は、イソシアネート成分よ
りも前に、リグノセルロース性部分に加えられた）。本発明２のために、イソシアネート
成分及び加工助剤１を予備混合してブレンドを形成し、そしてこのブレンドをリグノセル
ロース性部分に加え、リグノセルロース性生成物を形成した。発明３は、発明１と同様に
製造されたが、しかし加工助剤１に対して分子量が低い、異なる加工助剤を使用した。リ
グノセルロース性生成物、例えばマットを形成した後、スタンダードＰＢ形成装置を（こ
の技術分野で使用される）代表的な温度と圧力条件で使用し、マットを圧縮し、（所定時
間で(for a matter of time)）ＰＢを形成し、これにより、リグノセルロース性複合体を
形成した。リグノセルロース性複合体を形成した後、（この技術分野の当業者にとって理
解されるスタンダードテスト法を使用して）物理的試験を行った。
【００８２】
　表Ｉに示したように、本発明の実施例の全ては、比較例と比較して良好な物理的特性（
例えば、ＩＢ強度、ＭＯＥ、及びＭＯＲ）を有していた。また、本発明の実施例でも示し
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たように、驚くべきことに、本発明のＭＯＥが増すに従いＩＢ強度も増加した。更に、発
明２に対して、発明１のＩＢ強度、ＭＯＥ，及びＭＯＲが増加しており、イソシアネート
を（別の流れとして）リグノセルロース性部分に加える前に、加工助剤を（別の流れとし
て）リグノセルロース性部分に加えることが、リグノセルロース性複合体の物理的特性を
増すために有用であることが信じられている。換言すれば、加工助剤とイソシアネート成
分を、リグノセルロース性部分に別々に加えることによって、好ましくはイソシアネート
成分の前に加工助剤を加えることによって、リグノセルロース性複合体の所望の物理的特
性を達成することができると信じられている。成分をブレンドして混合物を形成する場合
、このような混合は、混合物をリグノセルロース性部分に施す前に、短い期間（例えば数
秒）で行い、混合物をリグセルロース性部分に導入する前に、成分の相互の「過度の」反
応を防止するべきであると信じられている。また低分子量のグラフトポリオールを使用す
ると、（発明１及び２に対して発明３のＩＢ強度、ＭＯＥ，及びＭＯＲの増加に見られる
ように、）同様の有利性が得られると信じられている。上述し及び上記に例示したように
、イソシアネート及び加工助剤の種々の質量割合を、本発明の目的のために使用すること
ができる。
【００８３】
　本発明を実施例を使用して記載したが、使用した専門用語は、記載された用語の本来の
意味に使用され、限定を意図していない。本発明について、上述した記載に基いて、種々
の応用と変形が可能である。本発明は、他に特定の記載がなければ、請求項の範囲に基づ
いて実施されて良いものである。
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